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暑かった夏もようやく落ち着き、朝晩の涼しい風

と共に秋の気配が漂うこの頃です。皆様いかがお過

ごしでしょうか。

10月の活動は７月に引き続き「江戸大皿百物語」

寄贈展の鑑賞です。 ４月は大橋先生の「スイス・

アリアナ美術館所蔵の「カ」銘の有田色絵磁器」の

講座、５月は尾﨑顧問の「有田皿山人物伝講義」、

７月は「赤戯幸コレクション鑑賞」、９月は大橋先

生の「百間窯を知る」講座と充実の活動が続いてい

ます。

【日時】10 月 10 日(木)13：30

【会場】九州陶磁文化館

【解説】藤原学芸員（予定）

※会場へは早めにお越しください。

有田町社会福祉協議会が運営する「デイサービスセ

ンターやすらぎ」に毎週水曜と土曜日の２回、吉永登

さんが元気に通っておられます。9月 21日に施設を訪

れ元気な吉永さんにお会いしてきました。（中村）

私は４月より介護サービス相談員の指名を受け、町

内の介護施設を巡回する仕事に就いています。毎月 1
回の訪問活動ですが、利用者の方々や施設の方々から

話を聞いたり介護の状況を観察したりし、介護の質

に関わることを行政に伝えるパイプ役を務めてい

ます。2 ヵ月に一度は吉永さんや久富桃太郎さんに

お会いすることが出来ています。

５月 18日に武雄市図書館で開催された「武雄焼公

開講座 百間窯を知る」は希望者のみ参加し、今回

は９月６日に再度講座を開いて頂きました。 さらに

詳しい内容の講義で良い学習機会になりました。

講座前に大橋先生を囲んで会食、歓談が出来ました。

大橋先生にはますますご壮健で頂き、次回の講座を楽

しみにしたいと思います。 （写真は室内の逆光の中

で撮ったので上手く撮れませんでした。）

次回の会報発行は 2025年１月を予定していますが、

投稿の準備が出来た方から早めに事務局へお送り下

さい。皆様の投稿が前倒しで順調に進めば年内に会報

の冊子が出来上がるかもしれません。冊子の完成には

早めの投稿が肝要です。 全員の原稿が到着

することを期待しています。

稀代の有田大皿コレ

クター 故瀬川竹生

氏のコレクション

100 枚が寄贈された

ことを記念し、有田

大皿の魅力を紹介す

る寄贈展です。

大橋先生の講座「百間窯を知る」 キッチングランマにて

会報冊子の準備は各ページ毎に PDF ファイルに変

換し前号まで終了しました。後は表紙の作成と 13号
の投稿を待つだけになりました。


